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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期中間期 2,611 12.8 150 61.7 151 59.9 97 56.4

2026年３月期中間期 2,316 △18.8 92 △41.3 94 △40.9 62 △11.9

（注）包括利益 2027年３月期中間期 81百万円（－） 2026年３月期中間期 101百万円（102.4％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期中間期 7.42 －

2026年３月期中間期 4.76 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期中間期 4,304 3,418 79.4

2026年３月期 4,361 3,373 77.3

（参考）自己資本 2027年３月期中間期 3,418百万円 2026年３月期 3,373百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 5.00 － 5.00 10.00

2027年３月期 － 5.00

2027年３月期（予想） － 5.00 10.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,000 5.0 300 11.7 300 9.8 210 17.2 16.05

１．2027年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2026年４月１日～2026年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

「１株当たり当期純利益」の算定上の基礎となる期中平均株式数については、2026年３月31日現在の発行済株式数

（自己株式数を除く）を使用しております。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年３月期中間期 13,653,928株 2026年３月期 13,520,000株

②  期末自己株式数 2027年３月期中間期 412,991株 2026年３月期 416,991株

③  期中平均株式数（中間期） 2027年３月期中間期 13,119,154株 2026年３月期中間期 13,081,982株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：有

新規　1社　（社名）　株式会社ナラティブテクノロジーズ

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）期末自己株式数には株式給付信託の信託財産として株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当
社株式（2026年３月期 372,000株、2027年３月期中間 368,000株）を含めております。また、信託が保有す
る当社株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提となる

条件に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお業績予想の前提となる

条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．経営成績等の概況（３）連

結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間における我が国経済は、株価が乱高下を繰り返しながらも最高圏を維持し、名目賃金の高

い伸びと、食料品価格の上昇率の鈍化により、個人消費が底堅く推移する一方で、ホルムズ海峡の封鎖など地政

学的リスクの高まりによる原油相場・資源価格の高騰や、国内における労働需給がひっ迫し、人手不足に対する

懸念が強まるなど、不透明な状況が続いております。

当社グループの主たるクライアントである流通小売業界の販売促進においては、人件費や物流費等が高騰し、

小売価格や全般的なコスト見直しの傾向が続く状況下において、スマートフォンの普及と決済手段の多様化によ

る顧客接点の再認識と関係構築、購買の促進、ライフタイムバリューの向上に役立つ「リテールメディア」への

関心が高まっております。

これらのニーズに対応するため、当社グループが展開する「オールメディアプロモーション」サービスは、人

手不足解消のための店舗業務の省力化・省人化を意識した開発と営業展開を行っており、電子棚札の活用のみな

らず、電子棚札とデジタルサイネージ等の媒体間連携や、SNS運用も組み合わせることにより、店舗内外におけ

る「顧客体験の向上」と「マーケティング戦略の進化」をもたらす付加価値の高いマーケティング施策として継

続的に提案・推進しております。

当社グループでは、引き続き経営にスピード感を持ち、将来を見据えた販売促進の課題と変革に対し具体的な

ソリューションを提供していくことで、企業価値向上に向けて取組んでまいります。

以上の結果、当中間連結会計期間の売上高は2,611,815千円（前年同四半期比12.8％増）、営業利益は150,203

千円（前年同四半期61.7％増）、経常利益は151,720千円（前年同四半期比59.9％増）、親会社株主に帰属する

当期純利益は97,381千円（前年同四半期比56.4％増）となりました。

当社の事業は統合型販促支援事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

（２）当中間期の財政状態の概況

（資産）

当中間連結会計期間末における総資産の額は、前連結会計年度末に比べ56,974千円減少し、4,304,745千円と

なりました。これは主に投資有価証券が118,880千円、売掛金が62,780千円、仕掛品が148,310千円、建物が

13,807千円増加した一方、現金及び預金が419,218千円、繰延税金資産が8,992千円減少したことによるものであ

ります。

（負債）

当中間連結会計期間末における負債の額は、前連結会計年度末に比べ101,938千円減少し、886,562千円となり

ました。これは主に買掛金が37,126千円、未払費用が36,392千円、未払法人税等が27,223千円増加した一方、電

子記録債務が163,193千円、長期借入金が49,996千円減少したことによるものであります。

（純資産）

当中間連結会計期間末における純資産の額は、前連結会計年度末に比べ44,964千円増加し、3,418,182千円と

なりました。これは主に利益剰余金が親会社株主に帰属する中間純利益の計上に伴い97,381千円増加した一方、

配当金の支払いにより67,375千円減少したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2027年３月期の連結業績予想については、2026年５月12日に公表いたしました予想から変更はありません。 

なお、業績予想につきましては、現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後の様々

な要因により予測数値と異なる場合があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,989,492 1,570,273

売掛金 499,471 562,252

電子記録債権 5,004 4,572

金銭の信託 300,000 300,000

仕掛品 52,915 201,225

原材料 7,396 6,455

その他 24,942 35,220

流動資産合計 2,879,222 2,679,999

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 134,730 148,537

構築物（純額） 7,469 6,862

工具、器具及び備品（純額） 64,398 55,293

土地 245,687 245,687

有形固定資産合計 452,285 456,380

無形固定資産

ソフトウエア 30,200 31,407

その他 49 42

無形固定資産合計 30,249 31,449

投資その他の資産

投資有価証券 621,317 740,198

関係会社株式 14,708 14,708

関係会社出資金 3,762 3,762

長期預金 200,000 200,000

敷金 35,993 40,529

繰延税金資産 98,997 90,004

その他 75,840 99,114

貸倒引当金 △50,657 △51,402

投資その他の資産合計 999,962 1,136,915

固定資産合計 1,482,497 1,624,745

資産合計 4,361,719 4,304,745

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

電子記録債務 163,193 －

買掛金 293,456 330,582

１年内返済予定の長期借入金 99,992 99,992

未払金 48,073 50,417

未払費用 36,628 73,021

未払法人税等 19,587 46,810

その他 16,947 24,935

流動負債合計 677,878 625,760

固定負債

長期借入金 300,016 250,020

その他 10,606 10,781

固定負債合計 310,622 260,801

負債合計 988,501 886,562

純資産の部

株主資本

資本金 513,680 528,679

資本剰余金 463,680 478,679

利益剰余金 2,372,964 2,402,967

自己株式 △114,157 △113,149

株主資本合計 3,236,166 3,297,177

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 137,051 121,005

その他の包括利益累計額合計 137,051 121,005

純資産合計 3,373,218 3,418,182

負債純資産合計 4,361,719 4,304,745
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（単位：千円）

 前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年９月30日)

売上高 2,316,251 2,611,815

売上原価 1,741,120 1,970,838

売上総利益 575,131 640,976

販売費及び一般管理費 ※ 482,215 ※ 490,772

営業利益 92,916 150,203

営業外収益

受取利息 1,768 3,871

受取配当金 3,699 3,820

為替差益 － 1,832

その他 1,084 2,274

営業外収益合計 6,552 11,799

営業外費用

支払利息 2,510 2,452

投資事業組合運用損 2,044 7,048

為替差損 54 －

貸倒引当金繰入額 － 745

その他 － 35

営業外費用合計 4,608 10,281

経常利益 94,859 151,720

税金等調整前中間純利益 94,859 151,720

法人税、住民税及び事業税 23,752 38,014

法人税等調整額 8,835 16,324

法人税等合計 32,587 54,338

中間純利益 62,272 97,381

（内訳）

親会社株主に帰属する中間純利益 62,272 97,381

非支配株主に帰属する中間純利益 － －

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 39,678 △16,046

その他の包括利益合計 39,678 △16,046

中間包括利益 101,951 81,335

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 101,951 81,335

非支配株主に係る中間包括利益 － －

（２）中間連結損益及び包括利益計算書
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（単位：千円）

 前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 94,859 151,720

減価償却費 28,438 27,184

貸倒引当金の増減額（△は減少） － 745

受取利息及び受取配当金 △5,468 △7,653

投資事業組合運用損益（△は益） 2,044 7,048

為替差損益（△は益） 54 △1,832

支払利息 2,510 2,452

売上債権の増減額（△は増加） 64,821 △62,348

棚卸資産の増減額（△は増加） △4,166 △147,429

仕入債務の増減額（△は減少） △30,300 △134,485

未払金の増減額（△は減少） △10,273 1,891

未払費用の増減額（△は減少） 32,226 36,392

未払消費税等の増減額（△は減少） － 5,857

その他 9,243 8,706

小計 183,990 △111,747

利息及び配当金の受取額 5,468 7,653

利息の支払額 △2,510 △2,452

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △32,626 △11,034

営業活動によるキャッシュ・フロー 154,321 △117,581

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △424,558 194,486

有価証券の取得による支出 － △51,507

有形固定資産の取得による支出 △6,031 △32,281

無形固定資産の取得による支出 △7,455 －

投資有価証券の取得による支出 － △100,000

投資事業組合からの分配による収入 4,500 2,200

敷金の差入による支出 △2,414 △165

敷金及び保証金の差入による支出 － △1,000

ゴルフ会員権の取得による支出 △2,000 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △437,958 11,732

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △49,996 △49,996

配当金の支払額 △134,750 △67,375

その他 △1,305 △1,512

財務活動によるキャッシュ・フロー △186,051 △118,883

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △469,688 △224,732

現金及び現金同等物の期首残高 1,978,089 1,354,060

現金及び現金同等物の中間期末残高 1,508,401 1,129,328

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

該当事項はありません。

前連結会計年度
2026年３月31日

当中間連結会計期間
2026年９月30日

当座貸越極度額 1,200,000千円 1,200,000千円

借入実行残高 －千円 －千円

差引額 1,200,000千円 1,200,000千円

（中間連結貸借対照表に関する注記）

当社グループは、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行と当座貸越契約を締結しております。この契

約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

　前中間連結会計期間
（自　2025年４月１日

　　至　2025年９月30日）

　当中間連結会計期間
（自　2026年４月１日

　　至　2026年９月30日）

役員報酬 68,500千円 72,566千円

給料 183,571千円 169,008千円

（中間連結損益及び包括利益計算書に関する注記）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。
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（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

2025年６月26日

 定時株主総会
普通株式 134,750 10.0

2025年

３月31日

2025年

６月27日
利益剰余金

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

2025年11月14日

   取締役会
普通株式 67,375 5.0

2025年

９月30日

2025年

12月５日
利益剰余金

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

2026年６月25日

 定時株主総会
普通株式 67,375 5.0

2026年

３月31日

2026年

６月26日
利益剰余金

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

2026年11月13日

   取締役会
普通株式 66,204 5.0

2026年

９月30日

2026年

12月４日
利益剰余金

（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

１．配当金支払額

（注）2025年６月26日定時株主総会の決議による配当金の総額には、株式給付信託（J-ESOP）の信託財産と

して㈱日本カストディ銀行（信託E口）が保有する株式396,000株に対する配当金3,960千円が含まれて

おります。

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後とな

るもの

（注）2025年11月14日取締役会の決議による配当金の総額には、株式給付信託（J-ESOP）の信託財産として

㈱日本カストディ銀行（信託E口）が保有する株式388,000株に対する配当金1,940千円が含まれており

ます。

[株主資本の金額の著しい変動]

該当事項はありません。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2026年４月１日　至　2026年９月30日）

１．配当金支払額

（注）2026年６月25日定時株主総会の決議による配当金の総額には、株式給付信託（J-ESOP）の信託財産と

して㈱日本カストディ銀行（信託E口）が保有する株式372,000株に対する配当金1,860千円が含まれて

おります。

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後とな

るもの

（注）2026年11月13日取締役会の決議による配当金の総額には、株式給付信託（J-ESOP）の信託財産として

㈱日本カストディ銀行（信託E口）が保有する株式368,000株に対する配当金1,840千円が含まれており

ます。

[株主資本の金額の著しい変動]

該当事項はありません。
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（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

　当社グループは、統合型販促支援事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2026年４月１日　至　2026年９月30日）

　当社グループは、統合型販促支援事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

報告セグメント
合計

統合型販促支援

広告関係売上 2,316,251 2,316,251

顧客との契約から生じる収益 2,316,251 2,316,251

その他の収益 － －

外部顧客への売上高 2,316,251 2,316,251

報告セグメント
合計

統合型販促支援

広告関係売上 2,611,815 2,611,815

顧客との契約から生じる収益 2,611,815 2,611,815

その他の収益 － －

外部顧客への売上高 2,611,815 2,611,815

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

（単位：千円）

当中間連結会計期間（自　2026年４月１日　至　2026年９月30日）

（単位：千円）

項目

前中間連結会計期間

（自　2025年４月１日

至　2025年９月30日）

当中間連結会計期間

（自　2026年４月１日

至　2026年９月30日）

１株当たり中間純利益 ４円76銭 ７円42銭

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する中間純利益

（千円）
62,272 97,381

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利

益（千円）
62,272 97,381

普通株式の期中平均株式数（株） 13,081,982 13,119,154

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり中間純利益の算定に含めなかった潜在

株式で、前連結会計年度末から重要な変動があ

ったものの概要

－ －

（１株当たり情報）

１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注）１　潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しない

ため、記載しておりません。

２　当社は「株式給付信託（J-ESOP）」を導入しており、信託財産として所有する当社株式を、１株当

たり中間純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり中間純利益の算定上、控除した株式給付信託の期中平均株式数は、前中間連結会計期間

において393,027株であり、当中間連結会計期間において370,491株であります。
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（重要な後発事象）

(労働審判の和解について)

当社は、東京地方裁判所において、当社従業員から従業員としての地位確認等を求める労働審判の申立を受

け、2026年11月５日に和解が成立いたしました。

これにより、第３四半期連結会計期間において和解金27,000千円を特別損失に計上する見込みです。
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